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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　３月　17日　（土）
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 立ち入り調査、無事に終了しました。特に指摘事項はありませんでした。

＜患者様連絡事項＞

· 鈴木　正長様の洗濯・コーヒーについて

自分で洗濯を行う事になりました。洗剤はスタッフ管理となります。日課に関し、声掛けを必要とする方ですので、洗濯の曜日を決め行うようにしましょう。受持ちはプラン作成して下さい。コーヒーの管理については、スタッフ管理とし、おやつの時間に提供していきましょう。

· 佐々木　利男様～本日で排便－4日です。グリセリン浣腸（120）1本処方となっていま

す。排泄状況や腹部症状の観察をし、適宜、水分補給と腹部マッサージを行いましょう。

· 久保田　トミエ様～排便困難にて緩下剤１本処方となっています。排泄状況や腹部症状

の観察をし、適宜、水分補給と腹部マッサージを行いましょう。

· 鳥谷部　國光様～排便困難にて緩下剤１本処方となっています。排泄状況や腹部症状の

観察をし、適宜、水分補給と腹部マッサージを行いましょう。

· 荒屋敷　チエ様～白内障治療剤（カタリンＫ点眼液）1本処方となっています。保管方法　

や使用期限（冷所保存・3週間期限）を守りましょう。

＜ケア検討　環境・徘徊＞

· 徘徊…基本的に徘徊する方は、日常生活でのストレスや不安等を抱えている方が多い。　

行動を制限してしまうと、不安やストレスを助長させてしまう為、徘徊を止めてはならない。

· 徘徊する方への対応

1 所在確認…常に視野に入れておく。（トラブル・事故の防止のため）また、スタッフが付　　

き添って歩く等。

2 トラブル防止…他室侵入、私物いじり等のある方は、他者とのトラブルを起こしやすい

為介入する。

③　休養…徘徊にてエネルギーを消耗する為、水分補給など密に行う。また、椅子に座って休んでいただくなど休息をとって頂く。

（長根　矢一様、松浦　佐恵子様、村井　八郎様、小山　正好様、三浦　トシ様、市橋　ひで様）

※臥床傾向の患者様について

· 臥床時間を多くしてしまうと、認知症状を進行させてしまい、また、身体機能の低下に繋ながってしまう為、なるべく、離床を促していきましょう。

· 環境…スタッフオフィス内の乱雑さが目立つ。（特にＤユニット）

1 日頃から、整理、整頓を心掛ける。

2 使用した物や出した物は、すぐに元の場所へ戻す。または廃棄する。

3 水周りの清潔維持。

4 おやつなど（食べなかった方の分）出しっ放しにしておかない。面会時の差し入れについて、保管場所に入りきれない場合は、保存の効かないものは持って帰って頂く。または、量が多い時は持ってかえって頂く。







